
　福島県の新スローガンに思いを
重ね、「実現」に向けた取り組みを
実施する方々やPRツールを積極的
に掲出いただける方々を「ひとつ、
ひとつ、実現する ふくしま 広報
隊」として募集しています。
　本リポートでは、広報隊の活動
をご紹介します。

　ヤマト運輸株式会社福島エリアは、県の新スローガンに共
感し、『広報隊』に参加しました。缶バッジを着用したセール
スドライバーが皆さんに宅急便をお届けしたり、荷物の配送
受付などを担当する宅急便センターでポスターやのぼり旗を
掲示したりするなど、「福島県の皆さんの想い」を発信してい
ます。
　これからも、『ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま』の新スロー
ガンとともに、『運ぶ』を通じて、地域の皆さんのニーズに応
じた最適なサービスを提供できる企業を目指していきます。

『運ぶ』を通じて、より良い暮らしを実現する。

ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま 検 索

　 県庁広報課  ☎024(521)7124問

缶バッジなど広報隊グッズをつけてPRしよう！

福島県新スローガン広報隊募集中！
※PRツール等はご協力いただける方に無償で
　送付しています。

新スローガン缶バッジを着用した
セールスドライバーが配達しています。
新スローガン缶バッジを着用した
セールスドライバーが配達しています。

広報隊実現活動リポート

県からのお知らせ

案　内 令和3年社会生活基本調査を
実施します

　県では、10月20日を基準日として社会生活基本調査
を実施します。この調査は、わたしたちが1日どのくら
いの時間を仕事、家事、地域活動などに費やしている
かなどを調査することで、仕事と生活の調和（ワーク・
ライフ・バランス）の推進、少子高齢化対策などの政策
に必要な基礎資料を得ることを
目的に実施します。
　調査をお願いする世帯には、
10月上旬から中旬に調査員が
伺いますので、調査の趣旨をご
理解いただき、ご回答をお願い
します。

「酒屋deクーポン！
ふくしまの酒キャンペーン」開催

 　県内の小売酒販店718店からな
る「ふくしまの酒応援店」では、令和
4年3月31日（木）まで「酒屋deクー
ポン！ふくしまの酒キャンペーン」を
実施中です。
　応援店で県産酒（地酒、果実酒、
洋酒等）を購入する際に店頭レジに
て最大2割引（上限1,000円）となる
クーポンを提供します。詳しくは、
特設サイトをご確認ください。
※クーポンは応援店ごとに上限に達した時点
　で提供が終了する場合がございます。

案　内

　 酒屋 de クーポン！ふくしまの酒キャンペーン事務局 
　  ☎024(935)6175
問

検 索酒屋 deクーポン検 索福島県 社会生活基本調査

　 県庁統計課　☎024(521)7145問

実施店は
のぼりが目印！

　 県庁一般廃棄物課　☎024(521)7172
　  県庁環境共生課　　☎024(521)7813
問

検 索福島県環境アプリ

開催日時　10月17日（日）午前10時～午後4時
　　　　　イオン白河西郷店
　　　　　10月24日（日）午前10時～午後4時
　　　　　ショッピングタウンベガ（イオン相馬店）

　賃金未払い、長時間労働やコ
ロナ禍に起因する解雇・雇い止
めなどに関する困りごとや疑問
についての相談をお受けします。
相談は無料、秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。
※事前予約も可能です。

案　内 「労働困りごと相談会」の開催

労働困りごと相談会 検 索

　県労働委員会事務局　☎024（521）7594問・事前予約

二次元コードから
ダウンロード！

　「福島県環境アプリ」を知っていますか？
　このアプリでは、お住まいの地域のごみ収集カレ
ンダーの表示・通知のほか、日々のエコ活動の取り
組みに応じてポイントを獲得し、貯まったポイント
でスイーツやジュースなど本県自慢の県産品が当た
る抽選に応募できるなどの機能があります。
　アプリを利用して、気軽に楽しくごみの減量や省
エネに取り組みましょう。

案　内 「環境アプリ」でエコ活動推進！

県の対策や予防法などの相談

新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

まずは、かかりつけ医
などの身近な医療機関
への電話相談をお願い
します。

新型コロナ相談窓口

受診・相談センター

0120（567）747
毎日24時間（土日祝日を含む）対応

一般相談（コールセンター）
0120（567）177

月～金曜日　午前８時30分～午後９時
土 日 祝 日　午前８時30分～午後５時15分
※耳の不自由な方はFAX024（521）7926にご連絡ください。

かかりつけ医がいない・相談先が分からない方かかりつけ医をもつ方
発熱・咳・体のだるさなどの症状がある場合

ワクチン接種の疑問点 ＆Ｑ A
新型コロナウイルス感染症への対策として、県内でも進められているワクチン接種について、

前号に引き続き、疑問点をＱ＆Ａ形式で解説します。

　ワクチン接種を受けることで、感染しにくくなり、仮に感染してしまってもウイルスの量を低く抑える効果
があります。そのことが、ご自身を守るだけでなく、同居家族や友人、職場の同僚などの周りの方を守るこ
とにもつながります。

A
若者は重症化しないと聞きますが、ワクチン接種を受ける意味はありますか？Ｑ

　ワクチン接種が原因で不妊になるという科学的根拠はありません。ワクチン接種後の流産率は上がってお
らず、妊娠しにくくなるという根拠も確認されていません。A
ワクチン接種を受けることで不妊になることはありますか？Ｑ

　妊娠中、授乳中、妊娠を計画中の方も、ワクチン接種を受けることができます。産婦人科の関係学会は、
妊娠中の時期を問わずワクチン接種を推奨しています。妊娠後期に新型コロナウイルスに感染すると、重症
化しやすいとされています。

A
妊娠中ですが、ワクチン接種を受けることはできますか？Ｑ

　アストラゼネカ社製ワクチンでは、まれに珍しいタイプの血栓症が起きるという報告がありますが、適切な
診断・治療方法も報告されています。なお、ファイザー社製やモデルナ社製ワクチンでは、同様の血栓症と
関連性があると評価された事例は確認されていません。
　血栓症以外にも、ワクチン接種後、２日間以上熱が続く場合や、症状が重い場合は、医療機関などへの受
診や相談、下記コールセンターへの相談をご検討ください。

A
ワクチン接種を受けることで血栓症が起きるのが心配です。Ｑ

相談専用
フリーダイヤル 毎日　午前９時～午後８時

福島県新型コロナワクチン
副反応コールセンター 0120（336）567

最新情報は 
こちらから

福島県
ホームページ

福島県公式 Twitter
@Fukushima_Pref

新型コロナウイルス感染症
関連情報ポータル

誹謗中傷でお困りの方
新型コロナウイルスの感染者やその関係者、医療従事者などに対
する誹謗中傷の被害を解決するための支援を行います。
電話相談窓口	☎024（521）8647　
	 月～金曜日（祝休日除く）　午前9時～午後5時

こころの健康相談
新型コロナウイルスの感染拡大やそれに伴う生活や仕事への影
響に関して、不安やストレスを感じている方の相談に対応します。
こころの電話（県精神保健福祉センター）　☎024（535）5560　
　　　　　　　	月～金曜日（祝休日除く）　午前9時～午後5時

読者からのお便り 2021年
10月号 14今はコロナで大変だと思いますが、少しでも早く平和な日常になることを祈っています。（会津若松市 30代）


